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当当所所はは経経済済産産業業省省よよりり、、

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

にに認認定定さされれてていいまますす。。

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

  

～人材確保・定着に向け～ 
今今のの時時代代にに必必要要なな採採用用活活動動とと離離職職防防止止対対策策セセミミナナーーをを実実施施！！  

 

３
月
２５
日
（
金
）
当
所
に
お
い
て 

標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
求
人
票
を
出 

し
て
も
応
募
が
こ
な
い
、
色
々
な
企 

業
説
明
会
に
参
加
し
て
も
自
社
ブ
ー 

ス
に
人
が
こ
な
い
、
新
人
が
入
社
し 

て
も
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
等
、
多 

く
の
企
業
が
人
材
確
保
や
定
着
に
関 

し
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

応
募
者
に
選
ば
れ
る
会
社
を
目
指
し
、

今
の
時
代
に
必
要
な
採
用
活
動
と
離 

職
防
止
対
策
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
、
北
海
道
教
育
庁
オ
ホ 

ー
ツ
ク
教
育
局 

教
育
支
援
課 
高
等 

学
校
教
育
指
導
班 

進
路
相
談
員
の 

野
島
康
恵
氏
を
招
き
、
当
日
参
加
し 

て
い
た
だ
い
て
い
る
各
企
業
の
魅
力 

を
再
確
認
し
て
も
ら
い
な
が
ら
実
践 

的
な
手
法
を
探
り
、
そ
の
解
決
方
法 

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 

 

ああばばししりり産産品品をを全全国国へへ  
 

あばしり自宅で 

満喫プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

特設通販サイトＱＲ 

abashiri.net 

セセミミナナーーのの様様子子  

  

２２００２２２２年年度度  新新入入社社員員激激励励とと研研修修会会をを開開催催！！  

 

４
月
１５
日
（
金
）
・
１６
日
（
土
） 

の
２
日
間
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お 

い
て
標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

 

本
研
修
会
は
、
こ
の
春
入
社
し
た 

新
入
社
員
の
他
、
入
社
２
～
３
年
目 

の
方
（
準
社
員
・
パ
ー
ト
含
む
）
を 

対
象
に
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
役 

割
や
立
場
の
認
識
と
、
社
会
人
と
し 

て
の
マ
ナ
ー
や
日
常
生
活
の
基
本
づ 

く
り
を
会
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に 

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
市
内
１５
企
業
２７
名
の 

新
入
社
員
等
が
参
加
。 

 

講
師
に
は
、
道
内
の
大
学
で
ビ
ジ 

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
講 

義
の
他
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
業 

務
を
手
掛
け
る
、
日
経
ス
タ
ッ
フ
公 

認
講
師
の
後
藤
真
澄
氏
（
㈲
プ
ロ
・ 

ア
シ
ス
ト
代
表
取
締
役
）
を
招
き
、 

社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
敬
語
の 

使
い
方
、
電
話
対
応
等
に
つ
い
て
学 

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

研研修修会会のの様様子子とと後後藤藤講講師師（（写写真真右右））  
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農業・林業・漁業 ６件（ 1.4%）

卸売業・小売業 ９６件（22.4%）

建設業・鉱業・採石業等 ６７件（15.7%）

製造業 ２８件（ 6.5%）

金融・保険業 １４件（ 3.3%）

不動産業 １８件（ 4.2%）

飲食業・宿泊業 ６０件（14.0%）

医療・教育・情報通信業 ２６件（ 6.1%）

運輸・整備業 ７件（ 1.6%）

電気・ガス・サービス業 １０６件（24.8%）

合 計 ４２８件（100%）

網走商工会議所デジタル化推進実態調査結果について 

【【総総括括概概要要】】  

会員事業所におけるインターネットの利用率は

８割以上となっており、回答者の６割がデジタル

化及びＩＴについて導入済みとなっています。 

その一方、デジタル化やＩＴ活用を導入する予

定がないと回答された事業所が約２割あり、その

中の約４割の事業者は、デジタル化及びＩＴ導入

の効果や推進方法、対応可能な人材がいないとの

回答でした。 

 当所ではこの結果を踏まえ、今後、急速に地域

社会にＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

が浸透していくことから、デジタル化相談室など

開催し、地域経済がその波に乗り遅れないよう各

種セミナーや相談会を開催して参ります。 

  

詳詳細細のの調調査査結結果果はは、、当当所所ホホーームムペペーージジ（（hhttttppss::////wwwwww..aa--ccccii..oorr..jjpp））にに掲掲載載  

ししてておおりりまますす。。  

【【調調査査概概要要】】  

○調査期間  令和４年３月１４日（月）～令和４年４月１８日（月） 

○調査方法  当所会員企業９２４件に対して調査票を郵送。 

○回収方法  郵送（返信用封筒）、ＦＡＸ（384 件）インターネット回答（Google フォーム）（44 件）

○回 答 数  ４２８件（回収率４６．３％） 

業業  種種  

業業務務上上ででののイインンタターーネネッットトのの利利用用率率  

デデジジタタルル化化及及びびＩＩＴＴ導導入入のの推推進進状状況況  

業業務務上上、、活活用用ししてていいるるＳＳＮＮＳＳ  

導導入入すするる予予定定ははなないいとと回回答答ししたた理理由由  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ 
Ｄ

Ｆ
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１１
．．
ここ
れれ
まま
でで
のの
事事
業業
内内
容容  

  

 
 

昭
和
３５
年
に
開
業
し
た
千
里
堂 

眼
鏡
店
は
地
元
に
密
着
し
た
営
業 

を
続
け
、
昭
和
６０
年
に
現
会
長
の 

伊
藤
悟
氏
が
法
人
化
。
北
見
や
斜 

里
、
紋
別
な
ど
の
近
隣
地
域
に
店 

舗
を
拡
大
し
ま
し
た
。 

 
 

平
成
２６
年
、
ご
子
息
で
あ
る
伊 

藤
亮
人
氏
が
代
表
と
な
り
、
札
幌 

琴
似
店
を
オ
ー
プ
ン
。
同
時
期
に 

東
京
に
お
い
て
眼
鏡
の
出
張
販
売 

や
法
人
福
利
厚
生
向
け
の
近
方
作 

業
用
メ
ガ
ネ
販
売
を
開
始
。 

 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
利
用
実 

績
が
あ
る
専
用
機
器
「
シ
ン
ガ
ン
」

を
活
用
し
、
発
達
支
援
を
必
要
と 

す
る
子
供
た
ち
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
ト 

レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
積
極
的
に
取
り 

組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

２２
．．
新新
たた
なな
事事
業業
展展
開開
をを
目目
指指
しし
てて  

 

 
 

薬
局
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、 

 

平
成
１６
年
に
耳
鼻
咽
喉
科
い
と
う 

ク
リ
ニ
ッ
ク
様
が
開
院
し
た
タ
イ 

ミ
ン
グ
で
現
代
表
が
薬
剤
師
で
あ 

る
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
「
よ
つ 

ば
薬
局
」
を
開
設
し
ま
し
た
。 

  

同
社
の
経
営
理
念
は
「
地
域
の 

 

皆
様
の
健
康
な
笑
顔
に
貢
献
す
る
」

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
よ 

つ
ば
」
の
４
枚
の
葉
に
は
「
健
康
」

「
笑
顔
」
「
地
域
」
「
信
頼
」
の
思 

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
地
域
に
根
付
い
た
薬 

局
と
し
て
認
知
さ
れ
、
応
需
す
る 

処
方
せ
ん
発
行
医
療
機
関
、
診
療 

科
は
、
月
平
均
３０
を
超
え
て
い
ま 

す
。 

 
３３
．．
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて  
 

 
 

昨
年
８
月
よ
り
特
定
の
機
能
を 

 

有
す
る
薬
局
の
認
定
制
度
と
し
て 

 

「
地
域
連
携
薬
局
」
が
開
始
さ
れ 

 

原
則
と
し
て
薬
局
で
の
対
面
が
必 

 

須
で
あ
っ
た
服
薬
指
導
が
オ
ン
ラ 

イ
ン
で
認
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い 

る
こ
と
か
ら
、
在
宅
医
療
を
想
定 

し
た
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
の
設
置
等 

を
含
め
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
機 

器
類
を
備
え
た
薬
局
を
整
備
し
、 

人
的
な
繋
が
り
を
生
か
し
た
基
幹 

薬
局
と
し
て
地 

域
医
療
に
貢
献 

し
て
い
く
と
の 

こ
と
で
し
た
。 

 

 

国国のの事事業業再再構構築築補補助助金金をを活活用用しし  
  新新たたなな事事業業展展開開をを図図るる会会員員事事業業所所ををごご紹紹介介！！  

医医
療療
介介
護護
相相
談談
とと
在在
宅宅
にに
特特
化化
しし
たた  

「「
地地
域域
密密
着着
かか
かか
りり
つつ
けけ
薬薬
局局
」」
をを
開開
業業  

千千
里里
堂堂
㈱㈱

オオ
ホホ
ーー
ツツ
クク
産産
のの
魚魚
介介
類類
のの
一一
次次
加加
工工
業業
かか
らら
「「
北北
海海
道道
ブブ
ララ
ンン
ドド

をを
前前
面面
にに
出出
しし
たた
冷冷
凍凍
食食
品品
製製
造造
販販
売売
メメ
ーー
カカ
へへ
」」
㈲㈲
松松
木木
商商
店店  

 

１１
．．
ここ
れれ
まま
でで
のの
事事
業業
内内
容容  

  

 
 

昭
和
２９
年
、
鮮
魚
卸
商
と
し
て 

代
表
取
締
役 

松
木
利
男
氏
（
現 

代
表
の
父
）
が
松
木
商
店
を
開
業
。

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
水
揚
げ
さ
れ 

た
鮮
魚
魚
貝
類
を
鮮
度
が
高
い
間 

に
販
売
す
る
等
し
、
網
走
市
近
郊 

を
商
圏
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ア
サ
イ
チ
で
小
売
店 

を
開
設
。 

 

昭
和
３４
年
に
は
、
㈲
松
木
商
店 

と
し
て
法
人
化
し
、
商
圏
幅
を
広 

げ
道
内
か
ら
本
州
へ
と
販
路
を
拡 

大
し
て
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
６３
年
２
月
に
は
、
能
取
加 

工
団
地
に
工
場
を
取
得
。
加
工
部 

門
に
進
出
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
近
海 

で
獲
れ
た
、
タ
ラ
、
カ
ニ
、
サ
ケ
、

ホ
タ
テ
な
ど
、
一
次
加
工
を
中
心 

に
営
業
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
８
年
、
松
木
一
則
氏
が
代 

表
取
締
役
に
就
任
。 

 

２２
．．
新新
たた
なな
事事
業業
展展
開開
をを
目目
指指
しし
てて  

 

 
 

輸
出
す
る
商
品
を
含
め
て
、
一 

 

次
加
工
中
心
の
加
工
形
態
を
２
次 

３
次
加
工
を
施
し
、
付
加
価
値
を 

つ
け
た
販
売
を
目
指
し
、
現
在
、 

  

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
経
済 

産
業
省
の
事
業
再
構
築
補
助
金
制 

度
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
高
次
加
工
に
取 

り
組
む
際
に
必
要
な
機
器
購
入
の 

目
処
も
つ
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に 

進
む
態
勢
が
整
い
つ
つ
あ
る
そ
う 

で
す
。 

 

３３
．．
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて  

 

 
 

開
発
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
で
、

 

取
扱
い
製
品
が
増
え
る
こ
と
に
な 

る
た
め
、
販
路
も
こ
れ
ま
で
の
取 

引
先
の
他
に
、
Ｅ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を 

導
入
し
、
Ｅ
Ｃ
販
売
に
積
極
的
に 

取
り
組
み
、
直
接
、
消
費
者
に
向 

け
た
製
品
開
発
を
進
め
て
い
く
た 

め
、
新
た
な
人
材
の
活
用
も
急
務 

に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

㈲㈲松松木木商商店店工工場場のの外外観観  
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令令和和４４年年度度  労労働働保保険険年年度度更更新新ののおお知知ららせせ！！  

労働保険の年度更新手続きは、「令和３年度の確定保険料」と「令和４年 
度の概算保険料」を自主的に申告・納付していただく重要な手続となります。 
なお、年度更新の申告書は、管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への 

郵送、または「電子申請」でも受け付けており、直接窓口へ出向くことなく 
申告することが可能です。 
 

 

 

◆労労働働保保険険事事務務組組合合ににつついいてて  

  当当所所労労働働保保険険事事務務組組合合でではは、、会会員員事事業業主主のの労労働働保保険険にに関関すするる事事務務のの委委託託ををおお受受けけししてておお  

りりまますす。。事事務務のの軽軽減減等等にに是是非非、、ごご活活用用下下ささいい。。  
  

※委託できる事務の範囲について 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務。 

②保険関係成立届、雇用保険の事務所設置届の提出等に関する事務。 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務。 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務。 

⑤その他、労働保険についての申請、届出、報告に関する事務。 
 

※詳細・お問い合わせは当所（☎0152－43－3031）まで 

令令和和４４年年度度  雇雇用用保保険険料料率率ののごご案案内内  

【【申申告告納納付付期期限限】】  
令令和和  ４４年年  ６６月月  １１日日（（水水））～～  ７７月月  １１１１日日（（月月））ままでで  

令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの雇用保険料は以下のとおりです。 
・・令令和和４４年年４４月月かからら、、事事業業主主負負担担のの保保険険料料率率がが変変更更ににななりりまますす。。  
・・令令和和４４年年１１００月月かからら、、労労働働者者負負担担・・事事業業主主負負担担のの保保険険料料率率がが変変更更ににななりりまますす。。  
・・年年度度のの途途中中かからら保保険険料料率率がが変変更更ととななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい。。  
  

≪≪令令和和 44 年年度度のの雇雇用用保保険険料料率率≫≫  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
※詳細・お問い合わせは当所（☎0152－43－3031）まで 

失業等給付・
育児休業給付の

保険率

雇用保険の二事業
の保険料率

一般の事業 3/1,000 6.5/1,000 3/1,000 3.5/1,000 9.5/1,000

(3年度) 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000
農林水産・※
清酒製造の事業 4/1,000 7.5/1,000 4/1,000 3.5/1,000 11.5/1,000

(３年度) 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

建設の事業 4/1,000 8.5/1,000 4/1,000 4.5/1,000 12.5/1,000

(3年度) 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

失業等給付・
育児休業給付の保

険率

雇用保険二事業
の保険率

一般の事業 5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

農林水産・※
清酒製造の事業 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

令和４年４⽉１⽇ 〜 令和４年９⽉３０⽇

（枠内の下段は令和3年度の雇用保険料率）

令和４年１０⽉１⽇〜令和５年３⽉３１⽇

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
 事業については一般の事業の率が適用されます。

①労働者負担
(失業等給付・育児
休業給付の保険料

率のみ)

①＋➁
雇用保険料率

➁事業主負担

     負担者

事業の種類

     負担者

事業の種類

①労働者負担
(失業等給付・育児
休業給付の保険料

率のみ)

➁事業主負担
①＋➁

雇用保険料率

4



                               

                                

                                

 

当所「クリオネ共済・福祉制度」のご加入について 

中中小小法法人人・・個個人人事事業業者者向向けけ  事事業業復復活活支支援援金金（（国国））  

新型コロナウイルス感染症の影響で、売上が減少している中小法人・個人事業者に対し

て、事業規模に応じた給付金が支給されます。 
 

【【給給付付対対象象者者】】※以下の条件を満たす中堅・中小法人・個人事業主が対象となります。 
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者 
・２０２１年１１月～２０２２年３月のいずれかの月（対象月）の売上高が、２０１８年 
１１月～２０２１年３月の間の任意の同じ月（基準月）の売上と比較して５０％以上ま 
たは３０％以上５０％未満減少した事業者 

 

【【給給  付付  額額】】中中小小法法人人等等：：上上限限最最大大２２５５００万万円円  ／／  個個人人事事業業者者：：上上限限最最大大５５００万万円円  
 算出式：給付額＝（基準期間※１の売上）－（対象月※２の売上高）×５か月分 
 

 ※※１１、２０１８年１１月～２０１９年３月／２０１９年１１月～２０２０年３月／ 
 ２０２０年１１月～２０２１年３月のいずれかの期間（基準日を含む期間であること） 
 

 ※※２２、２０２１年１１月～２０２２年３月のいずれかの月（基準期間の同月と比較して 
売上が５０％以上または３０％以上５０％未満減少した月であること。 

 

【【給給付付上上限限額額】】  
売上高減少率 個人事業者 法   人 

年年間間売売上上高高 11 億億円円以以下下※※３３  年年間間売売上上高高 11 億億円円～～５５億億円円※※３３  年年間間売売上上高高５５億億円円以以上上※※３３  
▲５０％以上 ５０万円 １００万円 １５０万円 ２５０万円 
▲３０％以上 
５０％未満 ３０万円 ６０万円 ９０万円 １５０万円 

 ※※３３、、基準月（２０１８年１１月～２０２１年３月の間で売上高の比較に用いた月） 
    を含む事業年度の年間売上高 
 

【【申申  請請  方方  法法】】 
 申請ＩＤを取得し、登録確認機関による事前確認の後、申請用ＷＥＢページから申請。 
 ※登録確認機関は「事業復活支援金 HP（http://jigyou-fukkatsu.go.jp）」でご確認くだ 

さい。網走商工会議所も登録確認機関となっております。 
一時支援金、月次支援金を既に受給された方は事前確認は不要です。 

 

【【必必  要要  書書  類類】】  
 確定申告書、通帳（振込先が確認できるページ）、履歴事項全部証明書（法人）、本人 
 確認（個人）、宣誓・同意書、対象月の売上台帳など 
 

【【申申  請請  期期  限限】】 令和４年５月３１日（火）まで（※事前確認は５月２６日（木）まで） 
 

※詳細・お問合わせは、当所（☎0152－43－3031）まで 

当所では、会員事業所の福利厚生の充実を目的として、各種共済・福祉制度（引受保険

会社：アクサ生命保険㈱）を導入しており、現在、多くの会員事業所の皆様にご利用いた

だいております。福利厚生の充実が、企業の人材確保、後継者育成、ひいては企業発展に

繋がると考えております。 
 また、超高齢化社会を目前にして、個人的な医療保障、介護、老後資金準備への関心も

高まっております。５月９日（月）から増強期間を設定しておりますので、是非ご加入を

検討下さい。 
※詳細・お問合わせは、当所（☎0152－43－3031）まで 
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本
年
４
月
に
は
、
霊
園
の
隣
接
地 

に
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
カ
フ
ェ
（
カ 

フ
ェ
虹
の
か
け
は
し
）
を
オ
ー
プ
ン 

し
ま
し
た
。 

 

ペ
ッ
ト
事
業
へ
の
参
入
に
は
、
大 

変
覚
悟
の
い
る
事
で
し
た
が
、
長
年 

ホ
テ
ル
業
で
培
っ
た
お
客
様
の
気
持 

ち
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
す 

る
こ
と
で
、
今
日
ま
で
、
お
客
様
の 

か
け
が
え
の
な
い
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
達 

の
お
見
送
り
に
立
ち
会
わ
せ
て
頂
い 

て
お
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
。 

 

５
月
７
日
に
は
、
は
じ
め
て
の
春 

の
慰
霊
祭
も
予
定
し
て
お
り
、
将
来 

的
に
は
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
達
の
憩
い
の 

場
、
安
住
の
地
と
な
る
よ
う
な
メ
モ 

リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
確
立
を
目
指
し
て 

い
く
そ
う
で
す
。 

 

現
在
、
本
業
の
ホ
テ
ル
と
し
て
も 

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ 

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ホ
テ
ル
１
階
の 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
５
月
２１
日
よ
り 

札
幌
ラ
ー
メ
ン
名
店
の
【
凡
の
風 

 

㈱㈱林林屋屋  

網網走走セセンントトララルルホホテテルル  

代代表表取取締締役役社社長長  

林林    和和  子子  氏氏  

に
現
在
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る 

林
和
子
氏
へ
と
引
き
継
が
れ
て
こ
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

代
表
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
つ 

い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
義
父
か
ら
は
、

遠
洋
漁
業
時
代
の
数
々
の
海
難
事
故 

や
ホ
テ
ル
建
設
中
の
爆
発
事
故
な
ど
、

大
き
な
節
目
ご
と
に
会
社
の
業
態
も 

様
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
聞 

い
て
お
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ 

ミ
ッ
ク
で
、
世
の
中
を
含
め
、
特
に 

宿
泊
・
宴
会
業
界
に
大
き
な
痛
手
を 

被
り
、
商
売
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
転
換 

期
に
直
面
す
る
も
の
だ
と
実
感
し
て 

い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
か
ら 

の
２
年
数
カ
月
、
ホ
テ
ル
業
は
休
眠 

状
態
を
繰
り
返
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻 

弄
さ
れ
ま
し
た
が
〝
行
動
無
く
し
て 

前
進
無
し
〟
と
の
お
も
い
で
、
昨
年 

の
秋
に
ペ
ッ
ト
斎
場
と
霊
園
施
設
で 

あ
る
（
虹
の
か
け
橋
）
を
オ
ー
プ
ン
。

 

杉
む
ら
中
華
そ
ば
店
】
さ
ん
の
ご
厚 

意
の
元
【
凡
の
風 
あ
ば
し
り
別
亭
】

が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。 

 

代
表
曰
く
「
数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア 

で
称
賛
さ
れ
た
味
を
こ
の
網
走
で
ご 

賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ホ
テ
ル
で
は
、
宴
会
、
法
要
な
ど 

も
戻
っ
て
き
て
お
り
、
緩
や
か
で
す 

が
回
復
基
調
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。 

新
年
度
の
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
サ
ー 

ビ
ス
も
新
た
に
、
網
走
市
民
の
皆
様 

に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
と
し
て
精
進
し 

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ 

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
の 

こ
と
で
し
た
。 

網網走走セセンントトララルルホホテテルルのの外外観観 

創創
業業
１１００２２
年年  

市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
まま
にに
愛愛
ささ
れれ
続続
けけ
るる  

ホホ
テテ
ルル
をを
目目
指指
しし  

㈱㈱
林林
屋屋  

網網
走走
セセ
ンン
トト
ララ
ルル
ホホ
テテ
ルル  

創
業
者
の
林
好
次
氏
（
現
代
表
の 

義
祖
父
）
は
大
正
初
期
に
滋
賀
県
春 

照
村
に
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
正
８
年
、
成
人
し
た
好
次
氏
は 

北
海
道
を
新
天
地
と
決
め
、
網
走
市 

内
に
お
い
て
食
料
品
雑
貨
商
、
林
屋 

商
店
を
開
業
。 

 

そ
の
後
、
食
料
品
雑
貨
商
を
皮
切 

り
に
鮭
鱒
遠
洋
漁
業
や
石
炭
、
石
油 

他
、
数
多
く
の
業
種
に
携
わ
り
、
時 

代
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
ホ
テ
ル 

業
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

代
表
者
も
２
代
目
、
林
幸
夫
（
現 

代
表
の
義
父
）
３
代
目
、
林
洋
一 

（
会
長
で
現
代
表
の
夫
）
、
４
代
目 

                              

                              

 

 

 

 

事事業業所所名名  

軽軽ﾌﾌｰーﾄﾄﾞ゙  ﾊﾊﾟ゚ﾌﾌﾞ゙  将将  
  

事事  業業  主主  大大内内
おおうち

  将将
まさ

広広
ひろ

ささんん  

事事業業内内容容  飲飲食食業業  

住住        所所  網網走走市市南南３３条条西西 22 丁丁目目
  

連連  絡絡  先先  

（（TTEELL））00115522--4455--00227722  

営営業業時時間間  1188::0000～～44::0000  

定定  休休  日日  毎毎週週火火曜曜日日・・第第 22 第第 44 日日曜曜日日  

事事業業所所名名  

オオホホーーツツククメメモモリリーー  
  

事事  業業  主主  藤藤
ふじ

石石
いし

  智智
ち

江江
え

ささんん  

事事業業内内容容  宿宿泊泊業業  

住住        所所    網網走走市市北北浜浜 112288--11  
連連  絡絡  先先    
（（TTEELL））008800--22005500--66998811  
  

営営業業期期間間    
現現在在、、施施設設内内をを改改装装中中ののたためめ、、  

休休業業中中。。夏夏季季（（77 月月頃頃））にに再再開開  

すするる予予定定でですす。。  

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

藤
石
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
東
京 

農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
在
学
中
に 

同
校
の
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参 

加
。
そ
の
中
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
特
産
で 

あ
る
ホ
タ
テ
の
規
格
外
の
稚
貝
を
使 

用
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
製
作
し
、 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
す
る
事 

業
を
展
開
。
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
他
、

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

に
お
い
て
も
最
優
秀
を
受
賞
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を 

活
用
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
と
観
光 

客
等
を
繋
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が 

評
価
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
せ
る 

た
め
、
自
宅
を
改
装
。
網
走
を
拠
点 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

大
内
さ
ん
は
、
大
空
町
女
満
別
の 

出
身
。 

学
生
時
代
に
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ 

ト
を
し
て
い
た
時
に
お
客
様
の
嬉
し 

そ
う
な
顔
を
見
て
、
食
べ
物
で
た
く 

さ
ん
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
仕
事
は 

素
敵
だ
な
と
思
い
飲
食
業
に
就
く
こ 

と
を
決
意
。 

 

そ
の
前
に
社
会
人
と
し
て
の
経
験 

が
必
要
と
思
い
、
一
度
は
事
務
職
に 

就
く
も
の
の
、
そ
の
後
、
飲
食
業
と 

し
て
の
経
験
を
積
む
た
め
に
札
幌
の 

Ｂ
ａ
ｒ
に
弟
子
入
り
し
、
お
酒
や
カ 

ク
テ
ル
に
つ
い
て
学
び
、
空
い
た
時 

間
は
、
料
理
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し 

て
料
理
の
腕
を
磨
い
て
き
た
そ
う
で 

す
。 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

お
店
の
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
お
酒 

と
カ
ク
テ
ル
で
す
が
、
お
客
様
に
お 

通
し
だ
け
で
で
も
満
足
し
て
い
た
だ 

け
る
よ
う
季
節
に
合
わ
せ
た
逸
品
を 

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

焼
鳥
な
ど
に
も
拘
り
、
全
て
炭
火 

で
調
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
  ◆◆

今今
後後
のの
目目
標標  

「
来
店
さ
れ
る
お
客
様
に
は
雰
囲 

気
が
良
く
て
美
味
し
か
っ
た
よ
。
と 

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
日
々
、
新 

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い 

ま
す
。 

ま
た
、
従
業
員
に
は
安
心
し
て
働 

い
て
も
ら
い
将
来
的
に
は
一
人
ひ
と 

り
に
お
店
を
持
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
る 

よ
う
向
上
心
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い 

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

に
長
期
間
、
安
価
な
価
格
で
宿
泊
し 

て
も
ら
お
う
と
民
泊
を
開
業
し
ま
し 

た
。 

  

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

北
浜
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ 

ト
予
約
で
民
泊
（
住
宅
宿
泊
事
業
）

を
展
開
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
世
界
中
か 

ら
旅
行
客
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し 

た
が
、
現
在
は
国
内
旅
行
者
向
け
や 

長
期
滞
在
型
、
家
族
旅
行
の
宿
泊
に 

対
応
し
て
い
ま
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標 

「
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た 

非
接
触
型
サ
ー
ビ
ス
環
境
を
整
え
て 

い
る
他
、
体
が
不
自
由
な
方
々
に
も 

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
施 

設
内
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
装
中
と 

の
こ
と
。 

現
在
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用 

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル 

サ
イ
ト
の
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
」宿宿泊泊施施設設（（現現在在改改装装中中））  

  

おお店店のの外外観観とと店店内内のの様様子子  

IInnssttaaggrraamm  
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本
年
４
月
に
は
、
霊
園
の
隣
接
地 

に
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
カ
フ
ェ
（
カ 

フ
ェ
虹
の
か
け
は
し
）
を
オ
ー
プ
ン 

し
ま
し
た
。 

 

ペ
ッ
ト
事
業
へ
の
参
入
に
は
、
大 

変
覚
悟
の
い
る
事
で
し
た
が
、
長
年 

ホ
テ
ル
業
で
培
っ
た
お
客
様
の
気
持 

ち
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
す 

る
こ
と
で
、
今
日
ま
で
、
お
客
様
の 

か
け
が
え
の
な
い
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
達 

の
お
見
送
り
に
立
ち
会
わ
せ
て
頂
い 

て
お
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
。 

 

５
月
７
日
に
は
、
は
じ
め
て
の
春 

の
慰
霊
祭
も
予
定
し
て
お
り
、
将
来 

的
に
は
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
達
の
憩
い
の 

場
、
安
住
の
地
と
な
る
よ
う
な
メ
モ 

リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
確
立
を
目
指
し
て 

い
く
そ
う
で
す
。 

 
現
在
、
本
業
の
ホ
テ
ル
と
し
て
も 

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ 

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ホ
テ
ル
１
階
の 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
５
月
２１
日
よ
り 

札
幌
ラ
ー
メ
ン
名
店
の
【
凡
の
風 

 

㈱㈱林林屋屋  

網網走走セセンントトララルルホホテテルル  

代代表表取取締締役役社社長長  

林林    和和  子子  氏氏  

に
現
在
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る 

林
和
子
氏
へ
と
引
き
継
が
れ
て
こ
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

代
表
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
つ 

い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
義
父
か
ら
は
、

遠
洋
漁
業
時
代
の
数
々
の
海
難
事
故 

や
ホ
テ
ル
建
設
中
の
爆
発
事
故
な
ど
、

大
き
な
節
目
ご
と
に
会
社
の
業
態
も 

様
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
聞 

い
て
お
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ 

ミ
ッ
ク
で
、
世
の
中
を
含
め
、
特
に 

宿
泊
・
宴
会
業
界
に
大
き
な
痛
手
を 

被
り
、
商
売
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
転
換 

期
に
直
面
す
る
も
の
だ
と
実
感
し
て 

い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
か
ら 

の
２
年
数
カ
月
、
ホ
テ
ル
業
は
休
眠 

状
態
を
繰
り
返
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻 

弄
さ
れ
ま
し
た
が
〝
行
動
無
く
し
て 

前
進
無
し
〟
と
の
お
も
い
で
、
昨
年 

の
秋
に
ペ
ッ
ト
斎
場
と
霊
園
施
設
で 

あ
る
（
虹
の
か
け
橋
）
を
オ
ー
プ
ン
。

 

杉
む
ら
中
華
そ
ば
店
】
さ
ん
の
ご
厚 

意
の
元
【
凡
の
風 

あ
ば
し
り
別
亭
】

が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。 

 

代
表
曰
く
「
数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア 

で
称
賛
さ
れ
た
味
を
こ
の
網
走
で
ご 

賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ホ
テ
ル
で
は
、
宴
会
、
法
要
な
ど 

も
戻
っ
て
き
て
お
り
、
緩
や
か
で
す 

が
回
復
基
調
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。 

新
年
度
の
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
サ
ー 

ビ
ス
も
新
た
に
、
網
走
市
民
の
皆
様 

に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
と
し
て
精
進
し 

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ 

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
の 

こ
と
で
し
た
。 

網網走走セセンントトララルルホホテテルルのの外外観観 

創創
業業
１１００２２
年年  

市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
まま
にに
愛愛
ささ
れれ
続続
けけ
るる  

ホホ
テテ
ルル
をを
目目
指指
しし  

㈱㈱
林林
屋屋  

網網
走走
セセ
ンン
トト
ララ
ルル
ホホ
テテ
ルル  

創
業
者
の
林
好
次
氏
（
現
代
表
の 

義
祖
父
）
は
大
正
初
期
に
滋
賀
県
春 

照
村
に
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
正
８
年
、
成
人
し
た
好
次
氏
は 

北
海
道
を
新
天
地
と
決
め
、
網
走
市 

内
に
お
い
て
食
料
品
雑
貨
商
、
林
屋 

商
店
を
開
業
。 

 

そ
の
後
、
食
料
品
雑
貨
商
を
皮
切 

り
に
鮭
鱒
遠
洋
漁
業
や
石
炭
、
石
油 

他
、
数
多
く
の
業
種
に
携
わ
り
、
時 

代
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
ホ
テ
ル 

業
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

代
表
者
も
２
代
目
、
林
幸
夫
（
現 

代
表
の
義
父
）
３
代
目
、
林
洋
一 

（
会
長
で
現
代
表
の
夫
）
、
４
代
目 
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会員事業所およびドライバーの安全意識高揚と交通事故防止を 
図るため、本年も標記セーフティーラリー２０２２の参加申込に 
ご協力よろしくお願いいたします。 

昨年は全道で１４万６，７９７人にご参加いただき、無事故、 
無違反の達成率が１４万３，５０２人（９７．７％）と道内にお 
ける交通事故抑止や事故により発生する経済的損失に大きく貢献 
されています。 

  また、無事故・無違反達成者の中から抽選で約５，０００人に 
賞品が当たる他、参加者全員に運転記録証明書（１年間の事故・ 
違反の記録）が送付されてきます。 

なお、申し込み・詳細につきましては、同封のパンフレットをご覧下さい。 
 

１１、、申申込込期期間間 令令和和４４年年５５月月１１日日（（日日））～～６６月月３３００日日（（木木））ままでで  
※参加申込は、ゆうちょ銀行又は郵便局にて申し付け下さい。 

 

２２、、実実施施期期間間  令令和和４４年年７７月月１１日日（（金金））～～１１００月月３３１１日日（（月月））ままででのの４４かか月月間間  
 
 

３３、、おお問問合合せせ先先 網走商工会議所 担当 大西 

       （☎0152-43-3031、FAX 0152-43-6615）まで 

網走商工会議所 ５月の事業スケジュール 
◆ ９日（月） ・網走らいらっく会定期総会・懇親会 

◆１２日（木） ・事業承継相談 

◆１８日（水） ・ＤＸセミナー・デジタル化相談室（１９日まで） 

◆１９日（木） ・東北海道商工会議所会頭会議 

・第１００回東北海道商工会議所連 

絡協議会 

◆２３日（月） ・令和４年度美幌地方自衛隊協力 

会役員会・総会 

◆２４日（火） ・高校生採用に関する個別相談会 

◆２６日（木） ・北海道火災共済協同組合通常総代会 

・一般社団法人全国労働保険事務組 

合連合会北海道支部令和４年度支 

部定期総会・創立 40 周年記念式 

典・祝賀会 

◆２７日（金） ・北海道中小企業共済協同組合通常

総代会 

  

☆☆未未加加入入事事業業所所ののごご紹紹介介ををおお願願いい致致ししまますす‼‼  
  

当所では、網走地域において事業を営む方々の意見を集約し、要望活動や各種事業を実施

している他、地域振興や社会福祉の推進を図る他、企業における経営・税金・金融等、会員

事業所の経営上の悩みをサポートする様々なサービスなどを行っています。 

地域の力が商工会議所の力になり、地域経済の力となります。 

是非、この機会に未加入事業所の情報提供およびご推薦についてご協力願います。 
 

■■入入会会資資格格  
 

・個人、法人の規模、業種を問わず原則として網走地区内に事業所を置く事業者の方、 

またはそれ以外の事業所で本所趣旨にご賛同される方。 

 また、地域経済に寄与される産業として、医療、福祉、宗教法人、士業サービス等の 

方々についてもご加入することができます。 
 
 

※詳細、お問合せは当所（☎0152-43-3031）まで 

当当所所のの会会員員拡拡大大（（組組織織力力向向上上））ににごご協協力力をを‼‼  

参参加加申申込込書書用用紙紙  
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